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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
技術検討作業班における検討結果につき、本日ご欠席の森川主任に代わりまして資料２２－１－２に基づき、報告をさせていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、ＩＰネットワーク設備委員会における諮問内容です。「ネットワークのＩＰ化に対応した電気通信設備に係る技術的条件」が審議事項としてあげられております。


RERIR

(1) IPRa1Ess (BIC. VoL TE (Moice Over LTE) ) ImRkRND'EfF I /NEHeee RMBIRH) DiEsy
(2) IPBICm LIz D R D # VICES T BREEEDE N FFICES I D&Y

1 PBRERCETARIMERORE | | 2 YINAVICET AREEDEYHORE

VOLTED A A— YIRIA DR A A—=D
P s - EEEEREEN Hak i
PR D3GH VoLTEZ = (OAB~J) i E(Eaglifg;ﬁ
/ ‘ \ / \ il SIP'H'_/{ i i SIP'H'—/{
= 3GI7M - = LTEa7# :
1
1
1

BEEXH N\Tykxif N lea?ﬁ

Ty —

3Gx :.‘ i LTE I

o B om v ¥ = El ) @ .
o " g 2w AY—hTV IP*'EJH’E*

\ 3Gllﬂ'ﬁ3|5/ K LTEHW;E/ ! g KENTHLSLNS

D= )g A RIS 080/090 IPEFEA
VOLTEDEAIZLY, HHRMSDIUR-Y—-TY o 5ILvbk | OABd ISR JILERA
LIP{E A e SNy EE: . e gz
A RS BRI AVETIRE oo om BBk, BRBENSEY ) OEERERSA
= DATO—rHA—BRESNLZENERF,

080/090

'FE‘E% Z_*?'I_ 97'/}" PC ---



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
技術検討作業班では、移動通信サービスにおいて新たにＩＰ電話サービスを導入するための「ＩＰ移動電話端末が備えるべき技術的条件」や「IP化に対応したソフトフォンに関する認証等の在り方」に関する検討を行って参りました。
ＩＰ移動電話端末については、その代表的なものとして、現在はデータ通信専用として用いられているＬＴＥ回線において音声通信を可能とするVoLTEと呼ばれる方式について検討を行って参りました。
ソフトフォンについてですが、まずソフトフォンとはパソコンやスマートＴＶといったこれまで電話として用いられてこなかったような汎用機器に、ソフトウェアをインストールすることで一般電話の０ＡＢ～Ｊ（東京０３等）や携帯電話の０９０等の番号を用いた電話機能を追加することができるものです。このソフトフォンは、現在の事業法において、どのように電話機能に関する技術基準への適合性を確認するか、方法が定かではなかったため、検討を行って参りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが資料２２-１－１の技術検討作業班報告書の構成となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年４月に開催されました第２１回ＩＰネットワーク設備委員会において、本件事項についての審議が開始されたことを受け、議論の促進を図るため、４月から６月末までの間、技術検討作業班において検討を進めて参りました。
次頁以降から具体的な検討結果をお示しします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず第１章はＩＰ移動電話端末とネットワークのＩＰ化に伴う動向についてです。
移動通信サービスの普及拡大はめざましいものがあり、その利用の高度化、多様化はますます進展しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高機能携帯、いわゆるスマートフォンの急速な普及に伴い、移動通信トラヒックが急速に伸びております。このトラヒック増に対応するため、各通信事業者はＬＴＥやWiMAX等の新しいブロードバンドサービスの展開を急いでいるところです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在のＬＴＥ対応端末で音声通話をする際には、CS Fall Back（シーエス・フォール・バック）方式という、データ通信はＬＴＥ回線を用いるものの、音声通話の着信があった場合には３Ｇ回線に切り替える方式が採用されています。音声通話についてもＬＴＥ回線を用いることが可能になれば、ネットワークのスリム化・低廉化が図れるとともに、周波数利用効率の向上や災害に強い通信ネットワークの実現に貢献するなどの効果が期待されております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
VoLTEについては、３ＧＰＰやＧＳＭＡといった団体において、その標準化作業が進められており、概ね基本仕様が凍結されている状態となっております。現在、議論が継続されているのは、SRVCCというＬＴＥエリアから３Ｇエリアへ移ったときのローミングの方式などについてです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国内においては、国際標準化の状況などを踏まえ、音声通信についてもネットワークのＩＰ化が進展するなど、ＶｏＬＴＥ導入に向けた準備が活発化しております。また他国においても、韓国や米国などでそれぞれ２０１２年度、２０１３年度にＶ ｏＬＴＥを導入するよう、準備が進められているところです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、ソフトフォンの動向についてです。
ソフトフォンは、PCやスマートフォン等の汎用通信端末機器にインストールすることで、IP電話機能を実現するソフトウェアの総称です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本報告書では、このようなソフトウェアのうち、０ＡＢ～Ｊ番号や０８０／０９０番号を用いるものを検討の対象としています。
このようなソフトウェアは、従来の電話端末と同様に技術基準への適合性が求められるものですが、ソフトフォンの普及を阻害しないような認証等の在り方について検討を行って参りました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ソフトフォンの利用シーンとしては、スマートフォンやPC以外にも幅広いものが想定されており、例にあるように
　・スマートＴＶ
　・冷蔵庫などの家電製品
　・タブレットやテーブルなどのインテリア製品
などへの導入があげられます。
このように、ソフトフォンにより、これまで電話としては考えられなかった機器が電話になることで、通信機器や家電製品等の高付加価値化、国際競争力の強化といった観点が期待されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第２章では、ＩＰ移動電話端末が具備すべき技術的条件についての検討結果を示しています。
まず、ＩＰ移動電話端末の定義です。
端末設備であって、IP移動電話用設備に接続されるものとします。ここで、IP移動電話用設備とは、端末設備等との接続においてインターネットプロトコルを使用するものをいいます。
特にＩＰ移動電話端末の特徴として、電波を使用する端末設備とインターネットプロトコルを使用する端末設備の両方の性質を合わせ持つことがあげられます。
なお、IP移動電話用設備に関しては、その品質や機能の面において、従来の回線交換方式の携帯電話用設備等と同等であることを前提として検討しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＩＰ移動電話端末は、電波を用いる移動電話端末と、ＩＰを用いるＩＰ電話端末の双方の特徴を有しますので、これらの技術基準と国際標準を踏まえて技術的条件の詳細を検討して参りました。表は、移動電話端末の技術基準とデータ通信専用のＬＴＥの技術基準、ＩＰ電話端末の技術基準を並べたもので、検討した結果、ＩＰ移動電話端末として規定すべき条件として、どのような組み合わせを行うことが適当かを端的に示しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、ＩＰ移動電話端末として規定すべき技術的条件の内容です。
こちらの各囲み部分が、前ページの表の各行に相当します。
前ページにありましたとおり、基本的に「IP電話とLTE（データ通信専用）の規定を準用したもの」、「移動電話とIP電話準用の規定を準用したもの」、「LTE（データ通信専用）の規定を準用したもの」のいずれかとなります。
また、IP移動電話端末の一般的な規定と、ＬＴＥ方式に特化した規定を並べているところにおいて、ＬＴＥ方式の規定における具体的な数値は、３ＧＰＰやＧＳＭＡなどの国際標準との整合性がとれたものとなっております。

従来の端末設備における規定の仕方と同様に、一般的な規定は省令で定め、固有の規定は告示で定めることを想定しています。
各技術的条件の詳細については、１８・１９ページに記載しております。併せてご参照ください。

○まず、端末の基本的機能として、発信、応答、通信の終了に関する機能としては、移動電話端末としての規定とＩＰ電話端末としての規定をそれぞれ並べたものとなっています。
○次に、端末が信号を送信するタイミングや、複数端末からの信号が再衝突しないようにするランダムアクセス制御については一般的な規定とＬＴＥ方式に特化した規定としています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○前ページより続きまして、各項目につきまして、LTE（データ通信専用）の規定を準用した技術的条件としています。

○（左中段にあります）位置登録制御とは、移動電話特有の機能で、ネットワーク側で端末設備の位置を登録するものです。必要以上に位置登録をした場合、ふくそうが発生する可能性があることから、一定の場合のみ位置情報の登録を要求する信号を送出することを定めた条件です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○（左上にあります）重要通信の確保の機能や、（右下にあります）緊急通報を発信する機能などについても、ＬＴＥ（データ通信専用）の基準を準用しております。

○（右上にあります）自動再発信時の制限につきましては、3GPP等の国際標準に定められていないものではありますが、IP移動電話網の相互接続先である各種電話網の電話設備に影響を与えうるものであるため、技術的条件として定めることが望ましいと考えられるものです。なお、国際標準との整合性を確保するため、国際標準化に向けて取り組むことが望まれます。

○（右中段にあります）ふくそう通知機能については、IP電話端末における技術的条件として定められているものですが、LTE方式では、国際標準において、ふくそうが発生している旨の通知は任意であり必須の機能とされていないことから、「適用しない」としております。

以上が、IP移動電話端末が具備すべき技術的条件としての検討結果となります。
国内外の動向を踏まえ、速やかに制度整備がなされることが望ましいと考えられます。


TR DOFERD

ARG

BEA(ZIVT

S8 LT R
BALT 4 A2 Ml
{51 1 2 o 1 10

F o LGB E RIS AL

ZELAILEMBERE

X (S5 LR R ISRESHERE

IR DEARMEEELL T, RIE. ILE. BIEDORTICET HHkAE

EHGE(IV VB LBVIPBEEREIRRAFEY 55 . EROIPEH BRI RN ODESH
BRLTIPBEEZEARFE CERGRENTELULLHARMENH LI LML EARTEDHONT=
RIEFAIV T TEETHEEED-EH

BEHROPERBEFIRRNODEENERLGES. BUREXENERT S EEHITH0. £IPHE
BEFEMANTUSE LGBERRRICBVEET S LEED KN

BHEOFMABIZEYSA LROVMERBELTNSEETHOT EEFIIVIT AT NIEEIT, B
BIHROVNEYE T DEREUNHH_ LMD, EIEZAIVTERBTHLEED M

PEBEREmMARADEULICMEZFZELGS . XBFIETFrRILTESOEERFELEML.
AEIDNRET HRIREMEAH O END, —EDGEEDAMNEFBRDEHZFEERT HIETEEH
FASLEEDIFM

IPREBEARBHNODTFrRIVIBIERICEDLBVPRE BRI RAFET 55, IPBRIE
BRI ZDFYRILERBET DD T, EDFYRILNMERTELGLG DL, T, TDFEREE
V—UIZBELEB ANV — U TEARALTWSRILF Y RIILDMER TELLLLREELAH S
CEMD IPBBESERRENODFYRILEEET AESICTUIMEESNE=FrRILICUIVEDS
HERE

IPBEEFEmARANDDER (RIELANIV) [CRYNVRE—NEITO>TWS=0, ERELGY — U8
AITHONGEWNGEE, DY —  THIALTOWSRILF Y RILBMERTELRLY | S<KEINRET
BAREED HDH LML, RIELANILEBINT HHkEE

PR EIBEAR BN oDEEFILIERICHOBERERF-LCVIPBBIER AN FET L. EDIP
BEEFEIRKRITBEELZTOTLVEVIZLANDOLT . EDFrrIILERELERFTREGF v RILA
BT B, Ffo. TOFFREY —VICBELIEE . EEICY - UBMTHONGN=0HIC, fthd
V—UTHARALTOWSRILF Y RILAEATELGRY  SKEINHET LHEREMENHLHEM D,
PHEBEZERARFENODF Y RILOYMEERT HIESERELGSISEEEFILT HHEE

18


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、今までご説明してきました各条件の詳細となります。（P.20へ）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３章では、ソフトフォンの認証等の在り方に関する検討結果を示しています。
まず、検討の前提条件として、
　・ソフトウェアにおいて技術基準の主な対象である呼制御機能を有していて、汎用ハードウェアやOSとはインタフェースを介して独立している。
　・ソフトフォンのみでは基準認証制度の対象となる事業法上の端末機器ではない。
という２点があげられています。
特に後者は、ソフトフォンは基本的に現行法で定める設計認証や技術基準適合自己確認の対象とならないだけではなく、法で定める表示（いわゆる技適マーク）や、是正措置などの対象とはならないことも指しており、認証方法を検討するにあたっては、非常に重要な論点となります。
また、認証方法を検討するにあたっては、認証等の対象とする機能等についても留意いたしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ソフトフォンによるIP電話端末の接続形態は多種多様となることが想定されます（次頁）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、ソフトウェアとハードウェアの組み合わせも様々であり、また今後ますますその多様化が進展することも想定されることから、いかなる接続形態や組合せ形態においても対応可能となる、柔軟な認証等とすることが必要です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、重要な論点として、設計合致義務の履行の在り方があげられます。
大量生産される通信機器の場合には、設計内容及び生産管理体制に関して認証を行ういわゆる「設計認証」という認証方法がとられることが一般的です。設計合致義務とは、我が国の設計認証において、認証を受けた者が、設計と市場に出回る機器とが一致していることを担保する義務のことです。
ソフトフォンに関しては、ダウンロードサイト等で大量頒布がなされるものですので、利用者により、ソフトフォンが汎用機器にインストールされた後の状態において、端末機器として技術基準への適合性が担保されることが必要です。
そこで、ソフトフォンベンダや利用者等にとって過度な負担とならない設計合致義務の履行の在り方についての検討が必要となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
参考です（P.25へ）


RITERIEC BT B HRIFIRMGF

0 RITEFIETIE. VIFIAL DA TIEImERBEIECZ U LGN END, FZREFZFDOLTICTYINIA VBT AR HIES
BliEL-GEIZIE. BERNNELHAREELH D,

151)

« ®x [FEFEFS85F]

o EERERTEME [FXREZE865. F103%]

o FREIBIREBA~ADIARE [FEEFE16655F215531E)
o EMLGRT [EXREFEHIE]

o ImRHEFRDIEH [EBXRZEZFE167%]

- BEMT [FXREFEHIF]

25


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先述の通り、現行法制度においては、ソフトフォンのみでは端末機器に該当しないことから、法改正を伴わずにソフトフォンに関する認証制度を整備した場合には、各種制約が生じる可能性があるという点も重要な留意すべき点としてあげています。
例としては、
　・端末機器に貼られるいわゆる技適マーク
　・認定機関に与えられている権限は、技術基準適合認定や設計認証を行うことのみ
　・技術基準への不適合等が発生した場合の是正措置としての立入検査など
です。
これらはいずれも法令に基づき規定されている事項であり、法的根拠無しには、ソフトフォンにこれら事項を適用することはできません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
参考です（P.28へ）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、ソフトウェアであるソフトフォンが具備すべき機能の検討結果です。
表中グレーのハッチングがかかっている事項がソフトフォンとして具備すべき機能と考えられる機能です。
それ以外は、いわゆる電気的条件に相当するようなハードウェアが担保すべき機能であり、ソフトフォンへの適用は除外すべきと考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以下、具体的な認証案に関する考察です。
技術検討作業班では、認証案として４案を比較検討の対象としました。
A案として、一部の電気通信事業者が既に実施しているソフトフォンの技術基準適合検査です。電気通信事業者が事業法施行規則に基づき実施する検査であって、事業者により認証等を行い、結果を公示することで、接続の検査を受けずにソフトフォンをネットワークに接続できるようになるものです。
B案は、既存の設計認証及び技術基準適合自己確認をソフトウェアのみに適用するものです。設計合致義務は、従来端末と同等程度の効果を持たせるため、４つの具体的な基準を想定しています。
C案は、欧州などで採用されている、技術基準適合自己宣言をソフトウェアのみに適用するものです。B案との違いは、認定機関のような第３者が関与しないこと、設計合致義務はソフトウェアベンダが自ら基準を定め、履行することを宣言内容に含めることなどです。
D案は、既存の設計認証及び技術基準適合自己確認をソフトウェアとハードウェアの組み合わせに対して適用するものです。ソフトウェアとハードウェアの組み合わせは多様なものが想定されるため、その組み合わせ内容を総務省が公示することとしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
A案に関する参考資料です
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
A案からD案までと、既存の基準認証制度との関係を整理したものがこの表です。
既に実施させれているA案は、新たな制度化は不要です。
B案、C案及びD案は新たな制度化が必要となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
上段は、以上までの分析を元とした、各案における主な論点です。
　A案：既に実施されている検査ですが、電気通信事業者の負担が大きく、また複数事業者がサービスを開始する際には、事業者間における審査基準や取り扱いに差が生じる恐れがあるのではないか。
　B案：認証経費や設計合致義務の履行義務に伴うベンダのコスト負担が大きいのではないか。
　C案：B案も共通ですが、現行法令上における制約があるのではないか。
　D案：ソフトフォンに関して、ハードウェアとの一体での認証や安全性等の確認を行うのは、各プレーヤーにおける負担が大きいのではないか。
などです。
これら論点を踏まえ、技術検討作業班の結論としては、短期的な解と中期的な解の２つを下段にあげています。
まず、短期的には、A案を引き続き推進することとしています。ただし、複数事業者がソフトフォンサービスを提供する際には、ワンストップ化を図るなどによってソフトベンダ等の負担を軽減するような制度として運用されることが適当と考えられます。この実現のため、電気通信事業者、認定機関等による協議が行われることが期待されます。
中期的には、B案またはC案について、是正措置や消費者保護等の規定を含めた法改正等の環境整備を視野にいれながら、市場動向、技術動向及び我が国・諸外国の基準認証制度の動向などを踏まえ、B案又はC案による制度化を検討することが適当としています。B案とするか、C案とするかは、その時の基準認証制度の動向や、市場の状況などを総合的に勘案して決められることが望ましいと考えられます。
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プレゼンテーションのノート
最後に、技術検討作業班の構成員一覧です。

説明は以上となります。
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